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　　　　　　世界史世界史のの旅旅

スペイン・バスクとフランス・バスク

世は「バスクブー

ム」である。数年前

NHK・E テレの語学

講座『旅するスペイ

ン語』が男性俳優を

起 用 し サ ン = セ バ

スチャンを基点と

する番組を製作し

たと思ったら、今年はフランス・バスクをイケ

メンのバレエダンサーが案内する『旅するフラ

ンス語』講座、まさに双方向からの“バスクづ

くし”となっている。

かく言う私も大のバスク好きである。美食

で鳴らすスペイン・バスクの街サン = セバス

チャンには、海老の串焼きとピミエントス（ピー

マン）なら Goiz Argi とかフォアグラなら Bar 

Sport、目と舌を喜ばすなら Gandarias とお気

に入りのピンチョス

バルがある。漁村ゲタ

リ ア の lribar で は 海

に迫るワイナリーで作

られるご当地白ワイン

と一緒にカレイの料理

を堪能し、ビルバオの

グッゲンハイム美術館

にある理科実験室風の

ミシュラン星つきレス

トラン Nerua では「このランチコースは和食

をモチーフにしたの？」とウエイトレスに尋ね

てムッとされ、山間の坂道の街エイバルでは町

民が集うイプルア・サッカー競技場でイニエス

タ主将率いるバルセロナ FC のメッシらスター

選手たちに囲まれながらも突破をはかる乾貴士

選手の勇姿にスタンドから日本語で声援を送っ

た。オンダリビアはサン = セバスチャン空港の

横に位置するが、フランス（都市名はアンダイ

エ）との国境にあるカラフルな家屋が並ぶ散歩

に適した、イカした街である。

私がバスクに思い入れがあるのは、フランス・

バスクの街バイヨンヌに親しい家族がいるから

だ。バイヨンヌは生ハムが名産であり、またフラ

ンス初のチョコレート屋ができた街だとされる。

チョコレートをフランスに伝えたのはブルボ

ン王朝ルイ 13 世の妻アンヌだそうだ。このア

ンヌ = ドートリッシュはオンダリビアからアン

ダイエへと渡って、スペインのハプスブルク家

からフランスのブルボン家に政略結婚で嫁いで

きた。だが、個性が強く夫と不仲。ついでに宰

相のリシュリューとも反りが合わず、それゆえ

リシュリューは三十年戦争という 17 世紀の宗

教戦争において旧教（カトリック）国でありなが

ら、新教国スウェーデンと組んでカトリックの

ハプスブルク家に宣戦したという説もある。ま

たある時突如妊娠したものだから、子の太陽王

ルイ 14 世はルイ 13 世の種ではなく宰相マザ

ランの子では ?　との風評も立った。そのバイ

砕ける波音を聴きながら
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